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●　諏訪大社とEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(おみ),御神)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(わた),渡)り
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諏訪盆地に零下以下の低温の日が続くと諏訪湖が結氷し、やがて全面結氷となります。全面結氷が２4時間以上続いた日を全面結氷日と言います。諏訪湖が全面結氷すると、湖氷に放射冷却が進むため、地元で「からしみ」と呼ばれる低湿低温の気候が強まり、最低気温も松本を下回ることが多くなります。さらに零下10°Ｃ近くまで冷え込む日が２、３日続き、氷厚が１０cmくらいになると、日中と夜間の温度差により氷は収縮と膨張とによって生じた亀裂部が鞍状に隆起して、御神渡りが発現します。

　御神渡りとは、諏訪大社の上社から下社へ神様が渡った跡との言い伝えから付けられた名前で、あたかも大事変でも起きたかのような大音響とともに氷が重なりあうように盛り上がります。　

　　　諏訪湖だけに起こる氷の現象ではありませんが、規模や歴

　 史的意味から、諏訪湖が最も注目されています。この原因とし

ては、諏訪湖上の気温の変化、季節風、諏訪湖の深度や面

積、あるいは標高などが挙げられ、御神渡りの方向なども古

くから調査・研究されてはいのですが、その実態はなかなか

明瞭とはいかないようです。

　  最近では諏訪湖が全面結氷したあとの冷込みが足らないた

めか、御神渡り現象も少なくなっています。（Ａ）

※文末のアルファベットは、参考資料を指します。これらの目録は章末に列記してあります。

※御神渡りは本来は御渡りが正しいのですが、慣例に従いまして、本書では御神渡りと表記しております。



９．諏訪湖にまつわる話し








諏訪明神と龍神伝説


日本国内には長崎、浅草をはじめ各地に龍神の舞が伝えられています。諏訪市では、神代より諏訪明神は龍の化身であるとして拾数体の龍頭などがつくられました。現在も諏訪地域のイベントでその舞、太鼓を見ることができます。また、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(すわ),諏訪)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(だいみょうじん),大明神)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(えことば),画詞)�の中に「元寇の役即ち文永十一年（１２７４年）弘安四年（１２８１年）再度にわたる蒙古軍の襲来に際し、上社の神苑に巨竜立ち昇り西方に向かって飛翔し博多湾上に蒙古の軍船を撃滅し給う」という記述があります。


諏訪明神と龍との関係について、宮坂宮司（八剱神社）は、「諏訪の神は、水と風の守護神とされています。神体山である守屋山に雲がかかると雨が降るといわれておりまして、山に静まる神が水の徳をたたえるとされています。そのようなことから、諏訪の神は水に関わりの深い龍神であるといわれており、蛇体となった甲賀三郎伝説にも表れています。また、御渡りや湖の氾濫などの自然現象も、湖にひそむ水の精霊（＝龍）の存在を想像させるのではないでしょうか。『天竜川』の名も、それを連想させます。ところで、諏訪で行われている龍神の舞は新しいものですね。直接神事とは結びつきません。もとは、長崎の諏訪神社で奉納している蛇踊りです。長崎の諏訪神社は、江戸時代鎖国の際に外国から国を護るため、威力ある神である諏訪の神を祭ったことが始まりとされています。その後、長崎での中国風の行事と、諏訪大社の神体のイメージが重なって発展し、逆輸入されたのではないでしょうか。」と話されました。
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